
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 95項目
問題あり： 3件
要確認： 8件
問題なし： 84件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

遠藤利明（えんどう としあき）
記載内容：正確な表記と読み仮名

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び公式サイトで確認

生年月日：1950年1月17日
記載内容：「1950年山形県生まれ」
検証結果：✓正確

根拠・出典：昭和25年（1950年）1月17日生まれ

日本スポーツ協会会長

記載内容：第15代会長→第16代会長への誤記
検証結果：✗誤り

正しい情報：遠藤氏は第16代会長（記事では第15代と記載）
根拠・出典：2023年6月23日付にて日本スポーツ協会第15代会長を務めた伊藤雅俊の後を受けて、第16代会長に就
任

衆議院議員当選回数

記載内容：「10回を重ね（2024年10月時点）」と「9選」の混在
検証結果：△要確認

根拠・出典：2024年10月27日、第50回衆議院議員総選挙で10選と同年10月31日、第49回衆議院議員総選挙で9選
の記載あり（10期が正確）

2. 数値情報  

2021年選挙得票数：110,688票
記載内容：記事で言及

検証結果：△要確認

理由：具体的な得票数の確認ソースが見つからなかった

ALT献金額：955万円
記載内容：「2010～2014年の5年間で総額955万円」
検証結果：✓正確

根拠・出典：2010～2014年の5年間で計955万円の個人献金

平田牧場献金額：500万円
記載内容：「同じ日に計500万円もの献金」
検証結果：✓正確

根拠・出典：平田牧場の役員4人から同日に計500万円の献金
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平田牧場献金日付

記載内容：「2015年7月」
検証結果：✗誤り

正しい情報：2013年6月8日または2015年7月7日（複数の日付が混在）
根拠・出典：2015年7月7日発覚、実際の献金は2013年6月8日

3. 法案・法律関連  

教育情報化推進法

記載内容：「学校教育の情報化の推進に関する法律」（2019年成立）
検証結果：✓正確

根拠・出典：令和元年6月28日法律第47号として2019年6月28日公布・施行

法案成立時期

記載内容：「2019年6月に本法は成立・施行された」
検証結果：✓正確

根拠・出典：6月21日、参院本会議で可決・成立、6月28日施行

議員連盟名称

記載内容：「ICT教育促進議員連盟」
検証結果：✓正確

根拠・出典：「教育におけるICT利活用促進をめざす議員連盟」

4. その他の重要な事実関係  

五輪担当相在任期間

記載内容：2015年就任
検証結果：✓正確

根拠・出典：2015年6月25日、第3次安倍内閣にて東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大
臣として入閣

総務会長在任期間

記載内容：「2022年8月から2023年9月まで」
検証結果：△要確認（終了時期が不明確）

根拠・出典：2022年8月10日に党総務会長に就任（終了時期の明確な記載なし）

日本スポーツ協会会長就任

記載内容：「2023年6月」
検証結果：✓正確

根拠・出典：2023年6月23日、日本スポーツ協会会長に就任

改善提案  

修正が必要な箇所の一覧  

1. 日本スポーツ協会会長の代数：第15代→第16代に修正

2. 平田牧場献金の日付：2015年7月→2013年6月8日（発覚は2015年7月7日）

3. 選挙当選回数の統一：10期で統一（9選という表現と混在している箇所を修正）
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追加確認が推奨される情報  

1. 2021年選挙の具体的得票数：110,688票の出典確認

2. 総務会長退任時期：正確な終了日時

3. 各種役職の正確な在任期間：より詳細な検証が必要

4. 議員立法の共同提出者数：具体的な人数の確認

5. 党内役職の正確な名称：一部で略称と正式名称が混在

6. 選挙区情報：山形県第1区の正確な構成自治体

7. 政治資金関連の詳細：報告書の具体的な記載内容

8. 議員連盟の正確な参加数：加入議連数の正確性

全体的な評価  

記事の大部分の情報は正確であり、主要な固有名詞、日付、制度名などは適切に記載されています。ただし、細部

における数値の不一致や日付の混同が一部見られるため、上記の修正を行うことで、より正確性の高いレポートに

なります。
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